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■著者：竹岡智佐子（たけおか ちさこ） 

1928(昭和3)年広島市生まれ。爆心地より西約３Kmの己斐上町の自宅前で被爆。山中高等女学校卒。創価学会に入

会、広島主婦同盟議長として活動、被爆体験文集『語り継ごう 業火の中のさけび』を編纂。広島市の「広島平和記念

資料館被爆体験証言者」(語り部)として発足時より参加、２０年を超える活動を続ける。2020(令和2)年12月31日永眠。 
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